
昨
年
一
二
月
七
日
（
土
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
派
遣
ネ
ッ
ト
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ど
う
す
る

派
遣
労
働
の
未
来

均
等
待

遇
と
規
制
緩
和
を
考
え
る
」

が
開
ら
か
れ
、
緊
急
の
企
画

に
も
係
ら
ず
約
六
〇
人
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
大
脇
雅
子
参

議
院
議
員
・
社
民
党
、
川
橋

幸
子
参
議
院
議
員
・
民
主
党
、

中
村
善
雄
連
合
雇
用
労
働
局

長
、
浜
村
彰
法
政
大
学
法
学

部
教
授
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
中
野
麻
美
Ｎ
Ｐ
Ｏ
派
遣
ネ
ッ

ト
理
事
長
。

・
・
・
・
・
・
・

い
ま
厚
生
労
働
省
は
審
議

会
（
労
働
政
策
審
議
会
民
需

部
会
）
で
派
遣
の
規
制
緩
和

を
す
る
た
め
に
派
遣
法
・
職

安
法
の
見
直
し
作
業
を
急
ピ
ッ

チ
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
小
泉
内
閣
が
す
す
め
い
て

い
る
労
働
分
野
の
規
制
緩
和

と
し
て
総
合
規
制
改
革
会
議

で
派
遣
の
規
制
緩
和
が
打
ち

出
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
、

今
年
の
通
常
国
会
に
は
法
案

を
提
出
し
て
、
四
月
く
ら
い

ま
で
に
は
法
改
正
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

一
方
で
私
た
ち
は
派
遣
ス

タ
ッ
フ
の
声
を
基
に
派
遣
法

の
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
中
村
さ
ん
か
ら
は
審
議

会
の
状
況
報
告
と
連
合
の
と

り
く
み
、
浜
村
さ
ん
か
ら
は

派
遣
先
の
使
用
者
責
任
、
大

脇
さ
ん
か
ら
は
派
遣
先
正
社

員
と
の
均
等
待
遇
の
課
題
、

川
橋
さ
ん
か
ら
は
国
会
で
の

と
り
く
み
に
向
け
た
課
題
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
の
会

場
発
言
で
は
活
発
か
つ
深
刻

な
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
育
児

休
業
が
取
れ
な
い
」
「
残
業

や
ノ
ル
マ
の
負
担
が
大
き
い
」

と
い
っ
た
悲
痛
な
声
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
偽
装

請
負
が
物
の
製
造
業
務
や
自

治
体
労
働
で
ひ
ろ
く
蔓
延
し

て
い
る
実
態
が
告
発
さ
れ

昨
年
一
一
月
三
〇
日
（
土
）

夜
、
「
介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
は
認
め
な
い
！
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
現
場
の
声
集
会
」
が
東

京
飯
田
橋
の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

東
京
で
開
か
れ
、
一
〇
〇
人

を
超
え
る
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
が
参
加
し

た
。
主
催
は
、
介
護
・
福
祉

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

労
供
労
組
協
で
つ
く
る
介
護

ユ
ニ
オ
ン
連
絡
会
。

来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
厚
生

労
働
省
の
審
議
会
で
の
討
議

の
問
題
点
に
つ
い
て
、
介
護

ユ
ニ
オ
ン
連
絡
会
の
林
丘
事

務
局
長
は
、
四
〇
％
以
上
の

介
護
事
業
社
が
加
入
し
て
い

る
日
本
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
協
会
の
デ
ー
タ
を
引
用
し

な
が
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金

と
介
護
報
酬
に
つ
い
て
三
つ

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

①
介
護
報
酬
の
単
価
が
低

す
ぎ
る
（
平
均
二
八
六
七
円
）

②
単
価
の
格
差
が
大
き
い

（
四
〇
二
〇
円
か
ら
一
五
三

〇
円
）
③
介
護
報
酬
全
体
の

中
で
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金
の
占

め
る
割
合
が
五
割
以
下
で
あ

り
、
厚
生
労
働
省
は
現
在
の

三
つ
の
介
護
区
分
を
二
つ
に

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

が
、
こ
の
区
分
変
更
に
よ
っ

て
実
質
的
に
介
護
報
酬
が
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
月
間
介
護
報
酬
は
平
均
三

六
万
円
で
、
管
理
費
や
社
会

労
働
保
険
を
除
く
と
月
例
賃

金
は
二
一
万
六
千
円
。
キ
ー

2003年（平成15年）1月10日 ろ う き ょ う 第41号(１)

●発 行／労働者供給事業関連労働組合協議会

（略称 労供労組協）

●発行人／ろうきょう編集委員会

〒110-0003 東京都台東区根岸3-25-6 タブレット根岸２F

電話 03(5603)7880 FAX 03(5603)7265

ま
し
た
。
製
造
業
務
の
構
内

下
請
で
は
「
裏
契
約
が
あ
っ

て
実
態
は
派
遣
だ
っ
た
。
派

遣
先
が
請
負
契
約
を
解
除
し

た
こ
と
で
請
負
労
働
者
全
員

が
解
雇
さ
れ
た
」
と
い
っ
た

実
態
、
公
務
労
働
の
現
場
で

は
正
規
職
員
を
削
減
す
る
た

め
に
業
務
委
託
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
が
、
「
運
転
手
と
し

て
派
遣
先
で
あ
る
役
所
か
ら

業
務
の
指
揮
命
令
を
受
け
て

一
年
以
上
も
働
い
て
い
る
。

け
れ
ど
派
遣
先
の
雇
用
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
役

所
だ
か
ら
任
用
が
壁
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
っ
た
問
題
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

偽
装
請
負
・
違
法
派
遣
に

よ
っ
て
、
雇
用
の
責
任
と
雇

用
の
安
定
性
、
人
間
ら
し
く

働
き
生
活
で
き
る
賃
金
が
失

わ
れ
て
き
て
い
る
現
実
が
拡

が
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
集
会
決
議
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
れ
を
基
に
厚
労
省
に

要
請
を
お
こ
な
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
（
報
告
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局

本
間
）

介
護
報
酬
の
引
下
げ
は
認
め
な
い
！

「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
現
場
の
声
集
会
」
で
ア
ピ
ー
ル

労
供
労
組
協

第
二
〇
回
総
会
案
内

労
供
労
組
協
の
第
二
〇
回

総
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
加
盟
組
合
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

★
日
時

二
〇
〇
三
年
三
月

三
日
（
月
）
午
後
四
時
か

ら
（
総
会
後
、
交
流
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

★
会
場

タ
ブ
レ
ッ
ト
根
岸

五
階
・
新
運
転
会

議
室

（
JR
鴬
谷
駅
北
口
徒
歩
三
分
）



労
供
労
組
協
恒
例
の
秋
の

学
習
会
が
「
派
遣
法
改
正
と

供
給
・
派
遣
」
を
テ
ー
マ
に
、

昨
年
一
〇
月
二
七
日
～
二
八

日
の
二
日
間
、
箱
根
湯
本
で

開
か
れ
、
一
二
組
合
一
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
藤
議
長
は
挨
拶
で
、

「
こ
れ
ま
で
労
働
者
供
給
事

業
を
『
供
給
・
派
遣
』
と
い

う
こ
と
で
企
業
組
合
を
立
ち

上
げ
取
り
組
ん
で
き
た
。
派

遣
法
改
正
と
の
関
連
で
今
後

ど
う
す
る
の
か
、
も
う
一
度

原
則
に
立
ち
帰
っ
て
見
直
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
合
総
合
労
働

局
次
長
の
磯
部
行
雄
さ
ん
が

「
労
働
者
派
遣
法
の
行
方
」

と
題
し
て
講
演
（
別
記
）
。

講
演
後
、
各
労
供
組
合
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た

労
働
者
派
遣
法
の
行
方

見
直
し
に
向
け
た
連
合
の

と
り
く
み

厚
生
労
働
省
の
「
派
遣
労

働
総
合
実
態
調
査
」
（
二
〇

〇
二
年
一
〇
月
）
に
よ
れ
ば
、

派
遣
労
働
者
調
査
で
は
「
正

社
員
と
し
て
働
き
た
い
が
就

職
先
が
見
つ
か
ず
、
や
む
え

ず
働
い
て
お
り
（
三
五
・
五

％
）
、
今
後
の
希
望
は
、
正

社
員
（
三
六
・
五
％
）
」
と

正
社
員
志
向
は
明
確
だ
。

そ
の
一
方
で
、
派
遣
先
調

査
で
は
、
「
人
員
を
迅
速
に

確
保
で
き
（
四
五
・
一
％
）
、

コ
ス
ト
割
安
（
三
七
％
）
で
、

常
用
労
働
者
の
数
を
抑
制
で

き
る
（
二
六
％
）
」
と
し
て

お
り
、
「
派
遣
の
常
用
代
替
」

は
明
ら
か
だ
。

派
遣
法
は
九
九
年
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
（
専
門

業
務
型
二
六
業
務
）
か
ら
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
（
適

用
除
外
：
建
設
、
港
湾
、
警

備
業
、
そ
の
他
）
に
な
る
な

ど
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
、

三
年
後
の
見
直
し
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

政
府
は
規
制
緩
和
に
よ
る

雇
用
創
出
論
を
背
景
に
派
遣

事
業
や
職
業
紹
介
な
ど
労
働

分
野
で
の
「
特
区
構
想
」
ま

で
描
い
て
お
り
、
「
許
可
制

か
ら
届
出
制
」
や
「
派
遣
期

間
の
延
長
」
、
「
物
の
製
造

へ
の
派
遣
解
禁
」
「
求
職
者

か
ら
手
数
料
徴
収
の
拡
大
」

な
ど
職
安
法
や
派
遣
法
の
制

定
経
緯
さ
え
も
無
視
す
る
と

い
う
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
状

況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
連
合
は

派
遣
法
の
周
知
徹
底
や
派
遣

労
働
者
の
権
利
保
護
の
た
め

に
相
談
活
動
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
回
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
や
構
成
組
織

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
派
遣
労

働
実
態
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
調
査
・
検
討

を
踏
ま
え
、
労
働
法
学
者
や

弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
か
ら

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
雇

用
に
よ
る
「
格
差
の
改
善
」

を
は
か
る
た
め
、
「
派
遣
先

雇
用
責
任
の
担
保
」
と
「
均

等
待
遇
」
措
置
を
基
本
と
し

た
要
求
原
案
を
ま
と
め
た
。

今
後
、
こ
の
要
求
原
案
に
そ
っ

て
労
働
政
策
審
議
会
な
ど
で

議
論
し
て
い
き
た
い
。

（
お
詫
び
）
各
労
供
組
合
の

報
告
は
紙
面
の
都
合
で
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
八
月
一
五
日
、
敗

戦
記
念
日
に
営
業
を
始
め
て

早
く
も
四
ヶ
月
が
経
っ
た
。

営
業
開
始
当
初
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
で
放
映
さ
れ
た
り
、
共
同

通
信
社
の
配
信
で
、
全
国
各

地
の
新
聞
（
確
認
で
き
た
の

は
、
沖
縄
、
岩
手
、
愛
媛
）

で
も
報
道
さ
れ
た
り
と
、
わ

た
し
た
ち
の
期
待
を
上
回
る

派
手
な
宣
伝
が
出
来
た
。
そ

の
お
陰
で
、
愛
媛
県
の
障
害

を
持
っ
た
ご
家
族
三
組
の
東

京
観
劇
ツ
ア
ー
を
お
手
伝
い

し
た
り
、
お
孫
さ
ん
の
結
婚

式
に
車
椅
子
で
出
席
す
る
方

を
乗
せ
て
い
っ
た
り
と
、
病

院
や
施
設
以
外
に
生
活
空
間

を
豊
か
に
広
げ
る
手
伝
い
も

出
来
た
。
そ
ん
な
時
は
、
お

客
様
と
わ
た
し
た
ち
の
組
合

員
の
間
に
感
謝
、
感
激
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
る
。
ま
さ

に
他
の
運
転
稼
業
で
は
味
わ

う
こ
と
の
出
来
な
い
労
働
の

歓
び
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

（
新
運
転
東
京
支
部
・
太
田

武
二
）
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パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
あ
ま
り
に
も
低
賃

金
で
あ
る
。
現
在
の
管
理
費

で
は
事
務
所
代
や
事
務
員
の

賃
金
が
で
な
い
。
そ
の
た
め

特
定
の
訪
問
介
護
事
業
に
従

属
し
て
、
そ
の
事
業
者
の
営

業
パ
ー
ソ
ン
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る

と
指
摘
し
た
。

林
事
務
局
長
の
報
告
の
あ

と
、
現
場
で
働
く
ヘ
ル
パ
ー

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
が

発
言
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
は
、
「
低
賃
金

で
生
活
が
で
き
な
い
。
夜
勤

の
仮
眠
時
間
を
カ
ッ
ト
さ
れ

る
」
、
「
介
護
し
て
い
る
老

人
か
ら
逆
に
励
ま
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
の
労
働
実
態
や

生
き
甲
斐
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
ア
サ
イ
ン
を
し
て
い

る
人
は
「
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
わ
け

重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、

「
要
介
護
度
に
よ
っ
て
報
酬

が
違
う
の
は
問
題
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
介
護
に
入

る
前
が
重
要
で
、
一
ケ
月
で

見
れ
る
利
用
者
は
五
〇
人
で

は
多
い
。
も
っ
と
少
な
い
人

数
で
成
り
立
つ
よ
う
な
料
金

に
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

五
人
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の

発
言
を
受
け
、
介
護
ユ
ニ
オ

ン
連
絡
会
代
表
の
鴨
さ
ん
は
、

「
生
活
で
き
る
た
め
に
年
収

は
少
な
く
と
も
三
〇
〇
万
円
、

介
護
報
酬
単
価
は
平
均
三
二

〇
〇
円
、
ケ
ア
マ
ネ
は
月
三

五
件
で
月
五
〇
万
円
以
上
の

介
護
報
酬
を
め
ざ
そ
う
。
そ

の
た
め
に
も
、
ヘ
ル
パ
ー
の

組
織
化
と
厚
生
労
働
省
へ
の

要
請
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
働
き

か
け
を
し
よ
う
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
に
む
け
て

「
職
業
人
と
し
て
の
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
」
の
地
位
確
立
の
た
め

の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

ど
う
な
る
労
働
者
派
遣
法

連
合
総
合
労
働
局
次
長
・
磯
部
さ
ん
が
講
演

ら
く
だ
サ
ー
ビ
ス

奮

闘

記


